
三
島
由
紀
夫
『
金
閣
寺
』
の
演
劇
化

―
―
宮
本
亜
門
の
戦
略

嶋

田

直

哉

一
、
は
じ
め
に
―
―
三
島
由
紀
夫
の
小
説
作
品
を
演
劇
化
す
る

三
島
由
紀
夫
の
戯
曲
作
品
は
日
本
の
現
代
演
劇
界
に
お
い
て
定
番
の
人
気

演
目
で
あ（

１
）る。
三
島
戯
曲
の
中
で
随
一
の
人
気
を
誇
る
『
サ
ド
侯
爵
夫（

２
）人』

は
、
上
演
決
定
の
発
表
だ
け
で
、
演
劇
界
に
大
き
な
話
題
を
提
供
し
て
く
れ

る
作
品
で
あ
る
。
ま
た
『
鹿
鳴（

３
）館』
は
劇
団
新
派
で
は
水
谷
八
重
子
に
ま
つ

わ
る
興
行
と
し
て
上
演
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
特
別
な
作
品
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い（

４
）る。

そ
し
て
こ
れ
ら
二
作
品
に
比
べ
れ
ば
上
演
が
少
な
い
『
熱
帯

（
５
）樹』

も
二
〇
一
九
年
三
月
の
公
演
で
は
若
手
の
人
気
俳
優
林
遣
都
、
気
鋭
の

演
出
家
小
川
絵
梨
子
を
起
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
濃
密
な
家
族
劇
と
し
て

新
た
な
作
品
解
釈
の
可
能
性
が
確
認
さ
れ（

６
）た。

ま
た
、『
近
代
能
楽（

７
）集』

は

少
な
い
キ
ャ
ス
ト
と
舞
台
装
置
で
上
演
が
可
能
で
あ
り
、
多
く
の
場
合
二
作

品
を
合
わ
せ
て
二
時
間
程
度
の
上
演
で
済
む
こ
と
か
ら
、
観
客
に
も
負
担
が

少
な
く
、
小
劇
団
を
は
じ
め
と
し
て
上
演
頻
度
は
高（

８
）い。

こ
の
よ
う
な
中
、
二
〇
一
〇
年
代
に
入
っ
て
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た

の
は
三
島
由
紀
夫
の
小
説
作
品
の
演
劇
化
だ
。
神
奈
川
芸
術
劇
場
主
催
公
演

『
金
閣（

９
）寺』（
台
本＝

伊
藤
ち
ひ
ろ
、
演
出＝

宮
本
亜
門
、
横
浜
市
・
神
奈
川

芸
術
劇
場
、
二
〇
一
一
・
一
）、
宝
塚
歌
劇
団
花
組
公
演
『
春
の（

１０
）雪』（

台
本
・

演
出＝

生
田
大
和
、
宝
塚
市
・
宝
塚
バ
ウ
ホ
ー
ル
、
二
〇
一
二
・
一
〇
）、

ピ
ー
チ
ャ
ム
・
カ
ン
パ
ニ
ー
公
演
『
美
し
い（

１１
）星』（
台
本
・
演
出＝

川
口
典

成
、
東
京
・T

he
8th
Gallery

、
二
〇
一
二
・
一
一
）、
パ
ル
コ
・
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
公
演
『
命
売
り
ま（

１２
）す』（
台
本
・
演
出＝

ノ
ゾ
エ
征
爾
、
東
京
・
サ
ン

シ
ャ
イ
ン
劇
場
、
二
〇
一
八
・
一
一
）
同
『
豊
饒
の（

１３
）海』（
台
本＝

長
田
育

恵
、
演
出＝

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
、
東
京
・
紀
伊
國
屋
サ
ザ
ン
シ
ア

タ
ー
、
二
〇
一
八
・
一
一
）
な
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
台
本
、
演
出

を
担
当
し
た
の
は
上
演
時
点
で
は
い
ず
れ
も
若
手
と
目
さ
れ
る
劇
作
家
、
演

出
家
た
ち
で
あ
る
。
現
代
思
想
の
テ
ク
ス
ト
に
依
拠
し
な
が
ら
濃
密
な
空
間

の
創
作
を
得
意
と
す
る
川
口
典（

１４
）成、

ゆ
が
ん
だ
ユ
ー
モ
ア
を
作
風
と
す
る
ノ

ゾ
エ
征（

１５
）爾、
緻
密
な
物
語
構
成
に
定
評
の
あ
る
長
田
育（

１６
）恵な
ど
、
い
ず
れ
も

そ
の
実
力
と
特
長
が
わ
か
り
や
す
い
形
で
作
品
に
表
現
さ
れ
て
い
た
。
主
催

団
体
を
見
て
も
、
実
験
的
な
演
出
手
法
で
評
価
の
高
い
ピ
ー
チ
ャ
ム
・
カ
ン

パ
ニ
ー
、商
業
演
劇
と
上
演
作
品
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を
兼
ね
備
え
た
パ
ル
コ
、

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
王
道
で
あ
る
宝
塚
歌
劇
団
と
い
う
よ
う
に
、
三
島
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由
紀
夫
の
小
説
作
品
を
演
劇
化
す
る
団
体
は
、
小
劇
場
か
ら
大
規
模
な
商
業

演
劇
ま
で
、
演
劇
界
の
ほ
ぼ
全
て
を
網
羅
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
は
日
本
の
現
代
演
劇
界
に
お
け
る
三
島
由
紀
夫
の
戯
曲
作
品

の
み
な
ら
ず
、
小
説
作
品
の
人
気
も
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

二
〇
一
〇
年
以
降
の
こ
の
よ
う
な
三
島
由
紀
夫
小
説
作
品
演
劇
化
の
嚆
矢

と
な
っ
た
の
が
宮
本
亜
門
演
出
『
金
閣
寺
』（
前
出
）
で
あ
る
。
二
〇
一
一

年
一
月
の
神
奈
川
芸
術
劇
場
の
柿
落
と
し
公
演
と
し
て
上
演
さ
れ
た
こ
の
作

品
は
、そ
の
後
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
上
演
を
果
た
し
、さ
ら
に
パ
ル
コ
に
よ
っ

て
再
演
さ（

１７
）れ、
現
在
で
は
宮
本
亜
門
の
代
表
作
の
一
つ
と
し
て
定
着
し
て
い

る
。
宮
本
亜
門
は
そ
の
後
『
ラ
イ
王
の
テ
ラ（

１８
）ス』

を
演
出
し
三
島
の
戯
曲
作

品
も
積
極
的
に
取
り
上
げ
る
よ
う
に
な
り
、
二
〇
一
八
年
三
月
に
は
同
じ
く

三
島
由
紀
夫
『
金
閣
寺
』
を
原
作
と
す
る
黛
敏
郎
作
曲
の
オ
ペ
ラ
演（

１９
）出を
担

当
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
宮
本
亜
門
自
身

が
三
島
由
紀
夫
へ
接
近
す
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
二
〇
一
一
年
に
三
島
由
紀

夫
『
金
閣
寺
』
の
演
劇
化
、
演
出
に
関
わ
っ
て
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

本
論
で
明
ら
か
に
し
た
い
の
は
、
宮
本
亜
門
が
三
島
由
紀
夫
『
金
閣
寺
』

を
ど
の
よ
う
に
演
出
し
た
の
か
、
換
言
す
れ
ば
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
、
構
造

化
し
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
は
実
際
の
演
出
の
特
徴
に
つ
い

て
、
初
演
の
舞
台
映
像
を
も
と
に
分
析
す（

２０
）る。

次
に
、
宮
本
亜
門
と
伊
藤
ち

ひ
ろ
の
協
同
作
業
で
作
成
さ
れ
た
台
本
の
特
徴
に
つ
い
て
検
証
し
、
演
出
と

の
関
連
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
二
〇
一
一
年
上
演
当
時
の
演
劇

状
況
を
確
認
し
、
そ
の
後
の
宮
本
亜
門
の
活
動
に
つ
い
て
た
ど
る
。
三
島
由

紀
夫
『
金
閣
寺
』
を
経
る
こ
と
で
、
そ
の
後
の
宮
本
亜
門
の
創
作
に
ど
の
よ

う
な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

二
、
宮
本
亜
門
演
出
『
金
閣
寺
』
の
三
つ
の
特
徴

―
―
男
た
ち
／
具
現
化
／
身
体
表
現

開
演
前
か
ら
幕
は
開
き
、
舞
台
上
に
は
学
校
の
特
別
教
室
と
お
ぼ
し
き
空

間
が
広
が
っ
て
い
る
。上
手
下
手
に
複
数
の
ド
ア
が
あ
り
、舞
台
上
に
は
ロ
ッ

カ
ー
や
長
机
、椅
子
が
無
造
作
に
置
か
れ
て
い
る
（
美
術＝

ボ
リ
ス
・
ク
ド
ゥ

ル
チ
カ
）。
客
入
れ
の
段
階
か
ら
役
者
た
ち
は
文
庫
本
を
片
手
に
舞
台
上
に

集
ま
り
始
め
る
。
鶴
川
役
の
大
東
駿
介
、
柏
木
役
の
高
岡
蒼
甫
（
現
・
高
岡

蒼
佑
）、
そ
し
て
最
後
に
主
役
の
溝
口
を
演
じ
る
森
田
剛
が
入
っ
て
く
る
。

や
が
て
役
者
た
ち
は
舞
台
中
央
に
集
い
、
マ
イ
ク
を
片
手
に
文
庫
本
の
一
節

を
そ
れ
ぞ
れ
が
順
番
に
朗
読
し
始
め
る
。
副
司
役
の
花
王
お
さ
む
が
黒
板
に

「
金
閣
」
と
大
き
く
板
書
し
、
舞
台
は
暗
転
、
そ
の
な
か
で
森
田
剛
に
ピ
ン

ス
ポ
ッ
ト
が
当
て
ら
れ
、
物
語
は
始
ま
る
。

こ
の
冒
頭
の
場
面
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
作
品
は
単
に
三
島
由
紀

夫
『
金
閣
寺
』
の
物
語
内
容
を
な
ぞ
っ
て
い
る
だ
け
の
作
品
で
は
な
い
。
幕

開
き
の
段
階
で
は
ま
だ
役
名
を
振
ら
れ
て
い
な
い
俳
優
た
ち
が
教
室
と
い
う

空
間
に
集
い
、
三
島
由
紀
夫
『
金
閣
寺
』
を
上
演
す
る
と
い
う
メ
タ
・
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
の
構
造
に
な
っ
て
い
る
の（

２１
）だ。

ま
た
舞
台
上
で
固
定
さ
れ
た
セ
ッ
ト
は
大
枠
の
教
室
の
壁
だ
け
で
、
大
が

か
り
な
調
度
品
や
背
景
の
書
割
な
ど
は
一
切
存
在
し
な
い
。
実
際
の
上
演
中

に
、
そ
の
場
に
お
い
て
脇
を
務
め
る
役
者
た
ち
が
、
長
机
や
椅
子
、
ロ
ッ
カ

ー
な
ど
を
素
速
く
動
か
し
て
積
み
上
げ
、
有
為
子
が
登
っ
て
い
く
石
段
、
南

禅
寺
の
山
門
、
そ
し
て
金
閣
寺
な
ど
を
作
り
上
げ
て
い
く
。
舞
台
は
全
体
的

に
暗
く
、
真
上
か
ら
の
照
明
に
よ
っ
て
空
間
が
作
ら
れ
る
。
役
者
の
移
動
に

よ
っ
て
位
置
が
変
化
す
る
照
明
は
、
時
に
役
者
が
歩
く
通
路
そ
の
も
の
を
表
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現
す
る
（
照
明＝

沢
田
祐
二
）。
こ
の
よ
う
に
具
象
性
を
一
切
廃
し
た
舞
台

は
、
主
人
公
溝
口
が
金
閣
寺
の
放
火
に
至
っ
た
観
念
的
な
世
界
、
金
閣
に
ま

つ
わ
る
美
の
世
界
を
、
宮
本
亜
門
の
解
釈
に
よ
っ
て
視
覚
化
し
た
も
の
と
い

え
る
だ
ろ（

２２
）う。

宮
本
亜
門
の
演
出
で
特
徴
的
な
の
は
以
下
の
三
点
で
あ
る
。

第
一
点
は
溝
口
・
鶴
川
・
柏
木
の
三
人
の
関
係
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ（

２３
）る。
第
一
幕
で
は
主
に
溝
口
と
鶴
川
の
関
係
が
描
か
れ
る
。
金
閣
寺

の
徒
弟
と
し
て
共
に
生
活
す
る
溝
口
と
鶴
川
は
、
一
緒
に
大
谷
大
学
に
入
学

し
、
行
動
を
共
に
す
る
が
、
原
作
で
は
「
私
は
写
真
の
陰
画
、
彼
は
そ
の
陽

画
で
あ
つ
た
。」（
第
二
章
）
と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
二
人
は
対
照

的
に
演
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
第
一
幕
の
後
半
に
溝
口
は
内
翻
足
の
柏
木

と
出
会
い
、
第
二
幕
で
は
溝
口
と
柏
木
の
関
係
が
中
心
に
描
か
れ
て
い
く
。

特
に
柏
木
が
溝
口
に
貸
し
た
五
千
円
の
借
金
の
返
済
を
迫
る
場
面
、
原
作
の

「
私
の
避
け
る
様
子
を
見
て
、
彼
は
面
白
さ
う
に
追
つ
て
き
た
。」（
第
八
章
）

の
一
文
を
再
現
し
た
場
面
は
、
先
述
し
た
舞
台
装
置
、
照
明
が
効
果
的
に
用

い
ら
れ
て
い
る
。
空
間
を
瞬
時
に
構
成
し
、
そ
こ
に
逃
げ
る
溝
口
を
柏
木
は

執
拗
に
追
い
か
け
る
。
こ
の
場
面
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
柏
木
の
内
翻
足
を

強
調
し
、
柏
木
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
造
形
を
身
体
的
に
確
立
す
る
こ
と
に
成
功

し
て
い（

２４
）る。

そ
し
て
注
目
す
る
べ
き
は
第
一
幕
で
柏
木
役
、
第
二
幕
で
鶴
川

役
の
俳
優
が
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当
し
て
い
る
点
だ
。
彼
ら
は
舞
台
上
の
溝

口
が
演
技
を
し
て
い
る
空
間
か
ら
や
や
距
離
を
取
り
、
舞
台
の
袖
近
く
で
マ

イ
ク
を
片
手
に
、
溝
口
の
内
面
を
語
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
原
作
の
手
記
の
体
裁
を
倣
っ
て
い
る
。
金
閣
寺
の
放
火
か
ら
相
応

の
時
間
的
な
経
過
の
の
ち
に
、
自
己
を
対
象
化
す
る
溝
口
自
身
の
言
葉
を
、

舞
台
上
で
展
開
さ
れ
る
物
語
世
界
で
は
他
者
で
あ
っ
た
柏
木
と
鶴
川
が
語
る

こ
と
。
つ
ま
り
こ
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
設
定
は
、
こ
の
舞
台
が
徹
底
し
て
男

三
人
の
紐
帯
に
よ
っ
て
言
語
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
構
造
的
に
明
示
し
て
い

る
の
だ
。

第
二
点
は
溝
口
の
内
面
に
存
在
す
る
金
閣
を
「
鳳
凰
」
と
い
う
役
と
し

て
、
実
際
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
を
舞
台
上
に
登
場
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
い
わ

ゆ
る
リ
ア
リ
ズ
ム
の
発
想
で
舞
台
を
構
成
す
る
な
ら
ば
、
実
際
に
金
閣
寺
を

か
た
ど
っ
た
大
が
か
り
な
セ
ッ
ト
を
舞
台
に
組
む
必
要
が
出
て
く
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
宮
本
亜
門
は
そ
の
よ
う
な
リ
ア
リ
ズ
ム
の
方
向
性
を
取
ら
ず
、

敢
え
て
溝
口
の
内
面
に
渦
巻
く
金
閣
を
具
現
化
し
よ
う
と
試
み
た
。そ
の
際
、

起
用
さ
れ
た
の
が
ホ
ー
メ
イ
歌
手
の
山
川
冬
樹
で
あ
る
。
ホ
ー
メ
イ
と
は
二

つ
の
音
を
同
時
に
発
す
る
倍
音
唱
法
で
、
も
と
も
と
ロ
シ
ア
の
ト
ゥ
バ
共
和

国
に
伝
わ
る
「
自
然
界
の
音
を
声
で
描
写
す
る
」
歌
唱
法
で
あ（

２５
）る。
山
川
冬

樹
は
こ
の
よ
う
な
ホ
ー
メ
イ
の
み
な
ら
ず
、
身
体
と
そ
れ
を
取
り
囲
む
環
境

や
世
界
と
の
関
係
に
つ
い
て
思
索
を
続
け
て
い
る
ボ
イ
ス
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ー

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
山
川
冬
樹
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
姿
勢
は
、
溝

口
が
吃
音
の
た
め
に
「
内
界
と
外
界
と
の
間
の
扉
の
鍵
」
が
う
ま
く
開
か

ず
、「
鍵
が
錆
び
つ
い
て
し
ま
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。」（
第
一
章
）
と
い
う

自
己
認
識
を
表
現
す
る
に
は
適
役
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
山
川
冬
樹
演
じ

る
「
鳳
凰
」
が
舞
台
上
に
現
わ
れ
る
の
は
以
下
の
二
つ
の
局
面
で
あ
る
。
一

つ
は
溝
口
が
有
為
子
に
代
表
さ
れ
る
女
性
を
意
識
し
、
性
の
問
題
に
直
面
す

る
と
き
。
も
う
一
つ
は
溝
口
が
金
閣
に
代
表
さ
れ
る
美
の
問
題
に
直
面
す
る

と
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
局
面
は
溝
口
の
内
面
を
表
現
す
る
の
に
重
要

な
場
面
で
、
次
節
で
詳
細
に
検
討
す
る
よ
う
に
、
特
に
こ
の
二
つ
が
連
続
し

て
描
か
れ
た
第
一
幕
の
幕
切
れ
は
、宮
本
亜
門
の
演
出
が
冴
え
渡
る
場
面
だ
。

第
三
点
は
身
体
表
現
で
あ
る
。
こ
の
作
品
で
は
二
つ
の
特
徴
的
な
身
体
表
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現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
暗
黒
舞
踏
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
大
駱
駝
艦
の
メ
ン
バ

ー
の
グ
ロ
テ
ス
ク
な
身
体
表
現
と
、
パ
ン
ト
マ
イ
ム
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
小
野

寺
修
二
の
軽
や
か
な
振
付
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
宮
本
亜
門
自
身
が

「
生
を
通
し
て
人
間
同
士
が
向
き
合
え
る
感
覚
、こ
れ
が
溝
口
に
は
必
要
だ
っ

た
」、「
こ
の
生
で
ぶ
つ
か
り
合
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
は
や
は
り
肉
体
が

伴
い
、
そ
れ
が
人
間
の
存
在
理
由
に
も
な
る
の
で
す
。
だ
か
ら
「
大
駱
駝
艦
」

の
あ
の
グ
ロ
テ
ス
ク
な
感
じ
、
生
々
し
さ
、
肉
体
感
と
い
う
の
は
、
今
回
の

舞
台
に
絶
対
必
要
と
思
っ
て
、
出
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。」
と
語
っ
て
い

（
２６
）る。
事
実
、
舞
台
上
で
は
前
述
の
山
川
冬
樹
の
ホ
ー
メ
イ
の
歌
唱
と
並
行
し

て
大
駱
駝
艦
の
メ
ン
バ
ー
の
上
半
身
白
塗
り
の
身
体
に
よ
る
舞
踏
が
展
開
さ

れ
る
場
面
が
多
く
、
視
覚
と
聴
覚
を
通
じ
て
、
溝
口
の
混
乱
す
る
内
面
が
強

烈
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
大
駱
駝
艦
は
一
九
七
二
年
に
麿
赤
兒
を
中
心
に
結

成
さ
れ
た
舞
踏
集
団
で
、土
方
巽
に
よ
る
暗
黒
舞
踏
に
そ
の
ル
ー
ツ
が
あ
り
、

重
力
を
感
じ
さ
せ
る
身
体
表
現
に
そ
の
特
徴
が
あ（

２７
）る。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う

な
身
体
表
現
と
対
照
的
な
の
が
小
野
寺
修
二
の
振
付
だ
。
小
野
寺
修
二
は
パ

ン
ト
マ
イ
ム
か
ら
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
ダ
ン
サ
ー
で
、
彼
の
振
付

は
軽
や
か
さ
と
ス
ピ
ー
ド
感
に
大
き
な
特
徴
が
あ（

２８
）る。

先
述
し
た
照
明
の
瞬

時
な
切
り
替
え
に
よ
る
場
面
転
換
と
小
野
寺
修
二
の
振
付
は
実
に
相
性
が
よ

く
、
第
一
幕
で
二
度
繰
り
返
さ
れ
る
起
床
〜
住
職
に
新
聞
を
届
け
る
〜
読
経

〜
掃
除
〜
朝
食
〜
草
取
り
〜
薪
割
り
と
い
っ
た
寺
の
日
課
を
ダ
ン
ス
で
表
現

し
た
場
面
は
、
小
気
味
よ
い
独
特
の
リ
ズ
ム
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
溝
口
と
柏
木
が
塀
伝
い
に
歩
い
て
、「「
内
翻
足
好
き
」
の
女
」（
第
五

章
）
の
前
で
飛
び
降
り
る
場
面
で
は
、
机
の
下
に
潜
っ
た
脇
役
た
ち
が
、
三

つ
の
長
机
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
動
か
し
て
、
継
ぎ
目
が
な
い
よ
う
に
二
人
が

歩
く
塀
伝
い
の
進
路
を
次
々
に
作
り
上
げ
て
い
く
。
こ
の
時
、
机
を
動
か
す

脇
役
に
も
し
っ
か
り
と
振
付
が
与
え
ら
れ
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。
彼
ら

は
舞
台
装
置
を
移
動
さ
せ
る
役
目
が
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
そ
れ
以
上

に
空
間
を
構
成
す
る
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
舞

台
に
お
け
る
身
体
表
現
を
検
証
し
て
い
く
と
、
大
駱
駝
艦
の
身
体
は
溝
口
の

内
面
描
写
を
、
小
野
寺
修
二
の
振
付
は
物
語
進
行
を
担
当
し
て
い
る
こ
と
が

理
解
で
き
る
の
だ
。

三
、
台
本
と
演
出
―
―
舞
台
の
構
造
／
テ
ク
ス
ト
の
構
造

こ
の
よ
う
な
三
つ
の
演
出
の
特
徴
と
密
接
に
関
係
し
て
く
る
の
が
、
伊
藤

ち
ひ
ろ
に
よ
る
台
本
で
あ
る
。
宮
本
亜
門
は
こ
の
台
本
の
成
立
に
つ
い
て
詳

細
に
語
っ
て
い（

２９
）る。
要
点
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
三
島
の
原
作
を
カ
ナ
ダ
人

の
脚
本
家
セ
ル
ジ
ュ
・
ラ
モ
ッ
ト
が
英
語
で
原
作
翻
案
（
台
本
化
）
し
、
常

田
景
子
が
日
本
語
に
翻
訳
、
そ
こ
に
宮
本
亜
門
が
加
筆
し
、
さ
ら
に
伊
藤
ち

ひ
ろ
が
台
本
化
し
た
も
の
が
基
本
と
な
っ
た
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
宮
本
亜

門
と
伊
藤
ち
ひ
ろ
の
協
同
作
業
に
よ
っ
て
上
演
台
本
が
完
成
し
て
い（

３０
）る。

こ

の
よ
う
な
複
雑
な
過
程
を
経
て
成
立
し
た
台
本
の
構
造
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
こ
う
。

前
節
で
指
摘
し
た
出
演
者
が
順
番
に
文
庫
本
を
教
室
内
で
朗
読
す
る
冒
頭

場
面
を
、
舞
台
映
像
を
も
と
に
文
字
お
こ
し
を
し
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う

に
な
る
。
な
お
便
宜
上
、
文
字
遣
い
は
原
作
の
用
字
（
現
代
仮
名
遣
い
）
及

び
句
読
点
の
場
所
を
再
現
し
た
。
ま
た
発
話
順
に
丸
番
号
を
付
し
、
配
役
と

役
者
の
動
き
も
適
宜
併
記
し
た
。

（
森
田
剛＝
溝
口
）
①
幼
時
か
ら
父
は
、
私
に
よ
く
、
金
閣
の
こ
と
を
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語
っ
た
。

（
高
橋
長
英＝

父
・
禅
海
和
尚
）
②
そ
の
せ
い
だ
ろ
う
、
二
階
の
部
屋

か
ら
見
え
る
小
山
の
若
葉
の
山
腹
が
西
日
を
受
け
て
、
野
の
只
中
に
金

屏
風
を
建
て
た
よ
う
に
見
え
る
と
き
、
私
は
金
閣
を
想
像
し
た
。

（
佐
川
哲
朗＝
道
詮
和
尚
）
③
写
真
や
教
科
書
で
現
実
の
金
閣
を
見
な

が
ら
も
、
私
の
心
の
中
で
は
、
父
の
語
っ
た
金
閣
の
幻
の
ほ
う
が
勝
を

制
し
た
。

（
山
川
冬
樹＝

鳳
凰
）
④
父
に
よ
れ
ば
、
金
閣
ほ
ど
美
し
い
も
の
は
こ

の
世
に
な
く
、
又
金
閣
と
い
う
そ
の
字
面
、
そ
の
音
韻
か
ら
、
私
の
心

が
描
き
だ
し
た
金
閣
は
、
途
方
も
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

【
Ａ
】
花
王
お
さ
む
（＝

副
司
）
が
「
金
閣
」
と
黒
板
に
大
き
く
書
く
。

み
ん
な
黒
板
を
見
る
。

（
岡
本
麗＝

母
）
⑤
私
の
生
ま
れ
た
の
は
舞
鶴
か
ら
東
北
の
、
日
本
海

へ
突
き
出
た
う
ら
さ
び
し
い
岬
で
あ
る
。
父
の
ふ
る
さ
と
は
そ
こ
で
は

な
く
、
懇
望
さ
れ
て
僧
籍
に
入
り
、
辺
鄙
な
岬
の
寺
の
住
職
に
な
り
、

そ
の
地
で
妻
を
も
ら
っ
て
、
私
と
い
う
子
を
設
け
た
。

（
中
越
典
子＝

有
為
子
）
⑥
私
は
体
も
弱
く
、
何
を
や
っ
て
も
人
に
負

け
る
上
に
、
生
来
の
吃
り
が
ま
す
ま
す
私
を
引
込
思
案
に
し
た
。
吃
り

は
い
う
ま
で
も
な
く
、
私
と
外
界
と
の
あ
い
だ
に
一
つ
の
障
碍
を
置
い

た
。

（
山
川
冬
樹
）
⑦
普
通
の
人
は
、自
由
に
言
葉
を
あ
や
つ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
内
界
と
外
界
と
の
間
の
戸
を
開
け
放
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
の

に
、

（
森
田
剛
、
立
つ
。
照
明
森
田
だ
け
を
ピ
ン
ス
ポ
ッ
ト
）
⑧
私
に
は
そ

れ
が
ど
う
し
て
も
で
き
な
い
。
⑨
僕
の
内
界
と
外
界
と
の
間
の
扉
に
鍵

が
あ
り
、
う
ま
く
あ
い
た
た
め
し
が
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
そ
の
鍵
は
、

錆
び
付
い
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
。

【
Ｂ
】
山
川
冬
樹
の
ボ
イ
ス
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

こ
の
箇
所
は
一
読
す
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
三
島
由
紀
夫
『
金
閣
寺
』
冒

頭
箇
所
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
あ
る
。
し
か
し
、
単
に
短
く
し
た
だ
け
で
は
な

く
、
順
番
を
入
れ
替
え
、
さ
ら
に
テ
ー
マ
毎
に
ま
と
め
て
い
る
。
最
初
に
①

〜
③
の
朗
読
に
よ
っ
て
幼
少
期
に
想
像
し
た
金
閣
を
め
ぐ
る
描
写
を
ま
と
め

る
。
そ
の
の
ち
に
【
Ａ
】
で
金
閣
寺
の
副
司
役
を
務
め
る
花
王
お
さ
む
が

「
金
閣
」
と
黒
板
に
書
く
。
こ
の
黒
板
の
「
金
閣
」
の
文
字
は
第
二
幕
の
終

盤
、
金
閣
放
火
の
直
前
ま
で
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

「
私
」
が
抱
い
た
金
閣
の
記
憶
を
舞
台
上
で
ず
っ
と
表
現
し
て
い
る
役
割
を

果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
後
、
さ
ら
に
⑤
〜
⑨
へ
と
朗

読
が
展
開
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
「
私
」
の
来
歴
と
、「
内
界
と
外
界
」
の
間

に
置
か
れ
た
「
障
碍
」
で
あ
る
吃
音
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
注
目
し

た
い
の
は
そ
れ
ぞ
れ
の
役
に
関
連
深
い
箇
所
を
、
担
当
す
る
役
者
が
朗
読
し

て
い
る
点
だ
。
例
え
ば
⑤
は
「
妻
」（
溝
口
の
母
親
）
役
の
岡
本
麗
、
⑥
は

「
吃
り
」
を
「
障
碍
」
と
し
て
「
私
」
に
認
識
さ
せ
る
「
有
為
子
」
役
の
中

越
典
子
、
⑦
は
「
内
界
と
外
界
と
の
間
の
戸
」
の
存
在
を
示
す
金
閣
の
象
徴

で
あ
る
「
鳳
凰
」
役
の
山
川
冬
樹
が
朗
読
す
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
作
品
の
冒
頭
の
朗
読
で
、
そ
の
役
者
が
何
を
演
じ
る
の
か
が
あ
る

程
度
理
解
で
き
、
さ
ら
に
は
「
金
閣
」
と
「
私
」
が
抱
え
持
つ
「
障
碍
」
と

い
っ
た
物
語
の
テ
ー
マ
ま
で
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
冒
頭
部
分
の
最

後
で
溝
口
役
の
森
田
剛
が
⑧
⑨
を
朗
読
す
る
。
こ
の
箇
所
の
朗
読
を
契
機
に

学
校
の
教
室
で
始
ま
っ
た
朗
読
は
、
作
品
の
本
編
で
あ
る
『
金
閣
寺
』
の
上
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演
へ
と
移
行
し
て
い
く
。
こ
の
一
連
の
場
面
に
お
い
て
、
主
要
な
登
場
人
物

は
何
ら
か
の
形
で
朗
読
に
加
わ
っ
て
い
る
が
、
柏
木
役
の
高
岡
蒼
甫
、
鶴
川

役
の
大
東
駿
介
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
第
一
幕
、
第
二
幕
に
お
い

て
溝
口
の
内
面
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当
す
る
の
で
、
舞
台
に
は
登
場
し
て

い
る
も
の
の
、
こ
の
朗
読
に
は
参
加
し
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
短
時
間
な
が
ら
も
、
主
要
な
役
が
か
わ
る
が
わ
る
に
作
品

を
朗
読
す
る
と
い
う
体
裁
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
が
登
場
す
る
多
く
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
台
本
の
構
成
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と

言
え
る
だ
ろ
う
。こ
の
よ
う
な
構
成
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
舞
台
上
の
物
語
は
、

溝
口
が
金
閣
を
放
火
す
る
ま
で
に
至
っ
た
内
面
の
変
容
を
描
く
が
、
そ
の
際

原
作
で
展
開
さ
れ
て
い
た
多
く
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、「
鳳
凰
」
が
登
場
す
る

問
題
、
換
言
す
れ
ば
性
と
金
閣
の
問
題
へ
と
集
約
さ
れ
て
い
く
。
例
え
ば
原

作
で
は
語
る
（
書
く
）「
私
」
が
「
今
ま
で
、
故
意
に
母
に
つ
い
て
、
筆
を

省
い
て
来
た
の
に
は
理
由
が
あ
る
。
母
の
こ
と
に
は
あ
ま
り
触
れ
た
く
な
い

気
持
が
あ
る
か
ら
だ
。」（
第
三
章
）
と
記
し
、
そ
の
直
後
に
母
と
「
母
の
縁

者
で
あ
る
倉
井
」
が
蚊
帳
の
中
で
関
係
を
持
つ
の
を
年
少
の
「
私
」
が
見
て

し
ま
い
、
父
親
の
手
の
ひ
ら
に
よ
っ
て
遮
ら
れ
る
場
面
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
宮
本
亜
門
演
出
で
も
し
っ
か
り
と
再
現
さ
れ
、
実
際
に

役
者
が
演
技
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
舞
台
で
は
溝
口
と
母
親
の
関
係
と
い

う
よ
り
も
、
柏
木
が
未
亡
人
相
手
に
童
貞
を
喪
失
し
た
場
面
に
引
き
つ
づ
き

展
開
さ
れ
て
お
り
、
溝
口
の
性
を
め
ぐ
る
問
題
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
直
後
、
舞
台
で
は
鶴
川
と
溝
口
の
二
人
の
場
面
と

な
り
、
鶴
川
か
ら
母
親
が
危
篤
で
あ
る
こ
と
を
聞
い
た
溝
口
は
確
か
に
「
そ

う
い
え
ば
君
は
お
母
さ
ん
が
好
き
だ
っ
た
な
。
母
親
が
好
き
だ
っ
た
な
。
君

と
僕
と
は
や
っ
ぱ
り
ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
違
う
人
間
や
」
と
口
に
す
る
。
し

か
し
、
こ
こ
で
母
親
の
存
在
は
溝
口
自
身
が
鶴
川
と
の
違
い
を
認
識
す
る
事

項
の
一
つ
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
原
作
に
あ
る
よ
う
な
「
母
の

こ
と
に
は
あ
ま
り
触
れ
た
く
な
い
気
持
」
と
い
っ
た
葛
藤
を
描
き
出
す
ま
で

に
は
至
っ
て
い
な（

３１
）い。
こ
の
場
面
に
続
い
て
、
溝
口
、
柏
木
、
令
嬢
と
下
宿

の
娘
の
四
人
で
公
園
に
出
掛
け
、
実
際
に
下
宿
の
娘
に
溝
口
が
誘
惑
さ
れ
る

場
面
が
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
性
の
問
題
を
構
成
す
る

一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
母
親
の
場
面
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
宮
本
亜
門
の
演
出
で
は
原
作
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
全
く
違
う
角

度
か
ら
配
置
し
直
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
舞
台

上
に
お
い
て
か
な
り
の
短
時
間
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
事
実
先
述
し
た
母
親

が
親
戚
の
男
と
関
係
を
持
つ
場
面
は
舞
台
映
像
を
計
測
す
る
と
、
一
分
も
満

た
な
い
時
間
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
ま
ま
公
園
の
場
面
〜
下

宿
の
娘
の
誘
惑
〜
溝
口
の
性
の
妄
想
〜
「
鳳
凰
」
の
登
場
〜
道
詮
和
尚
か
ら

鶴
川
の
死
が
告
げ
ら
れ
る
〜
台
風
の
襲
来
〜
「
鳳
凰
」
の
登
場
（
第
一
幕
終

了
）
と
い
う
よ
う
に
わ
ず
か
一
〇
分
足
ら
ず
の
時
間
で
、
舞
台
は
急
展
開
し

て
い
く
。
第
一
幕
の
幕
切
れ
の
一
〇
分
間
で
、
多
く
の
場
面
（
エ
ピ
ソ
ー
ド
）

が
、
性
と
金
閣
の
テ
ー
マ
を
軸
線
に
、
つ
ま
り
二
度
の
「
鳳
凰
」
の
登
場
を

中
心
に
一
気
に
展
開
す
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
こ
の
ス
ピ
ー
ド
感
に

よ
っ
て
、
舞
台
は
ま
さ
し
く
原
作
を
濃
縮
し
た
空
間
を
構
成
す
る
こ
と
に
成

功
し
て
い
る
。
特
に
こ
の
第
一
幕
幕
切
れ
は
山
川
冬
樹
の
ホ
ー
メ
イ
に
よ
る

歌
唱
、
大
駱
駝
艦
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
暗
黒
舞
踏
が
溝
口
の
内
面
を
最
大
限

に
具
現
化
し
、
さ
ら
に
目
ま
ぐ
る
し
く
転
換
す
る
場
面
を
小
野
寺
修
二
の
振

付
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
展
開
し
て
い
く
。
舞
台
上
で
語
ら
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

と
身
体
表
現
が
見
事
に
合
致
し
て
、
演
出
的
に
も
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
な
側
面
が
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引
き
出
さ
れ
た
大
き
な
見
せ
場
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

四
、
二
つ
の
一
人
称
―
―
「
私
」
と
「
僕
」

こ
の
よ
う
な
台
本
に
お
け
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
構
成
と
と
も
に
注
目
し
た
い

の
は
、
溝
口
を
め
ぐ
る
一
人
称
の
使
い
分
け
で
あ
る
。
先
述
の
冒
頭
部
分
の

台
本
に
お
い
て
、
舞
台
が
作
品
の
本
編
で
あ
る
『
金
閣
寺
』
の
展
開
に
入
る

ち
ょ
う
ど
そ
の
瞬
間
に
当
た
る
⑧
⑨
に
注
目
し
て
み
よ
う
。一
人
称
が
「
私
」

か
ら
「
僕
」
へ
と
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
こ
の
一
人
称
は

と
も
に
溝
口
本
人
を
指
し
て
お
り
、
演
出
に
お
い
て
そ
の
使
い
分
け
は
厳
密

に
行
わ
れ
て
い
る
。
舞
台
上
で
展
開
さ
れ
る
物
語
の
現
在
時
に
お
い
て
溝
口

が
自
身
の
こ
と
を
語
る
と
き
は
「
僕
」、
舞
台
上
で
展
開
さ
れ
た
物
語
に
対

し
て
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
後
置
的
な
時
点
か
ら
溝
口
自
身
の
心
情
に
つ
い
て
解

説
を
加
え
る
場
合
は
「
私
」
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
は

第
一
幕
で
は
柏
木
役
、
第
二
幕
で
は
鶴
川
役
の
俳
優
が
舞
台
袖
付
近
で
マ
イ

ク
を
片
手
に
務
め
る
。
こ
れ
は
金
閣
を
放
火
し
た
事
後
に
、
そ
こ
に
至
る
ま

で
の
経
緯
を
、
手
記
と
し
て
執
筆
し
て
い
る
と
い
う
原
作
の
語
り
の
構
造
に

倣
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
舞
台
上
に
は
金
閣
を
放
火
す
る
に
至
る

ま
で
の
現
在
時
の
溝
口
と
、
手
記
執
筆
時
の
後
置
的
な
時
点
の
溝
口
（
ナ
レ

ー
タ
ー
）
と
い
っ
た
二
つ
の
時
間
が
交
叉
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

三
島
由
紀
夫
『
金
閣
寺
』
の
語
り
の
特
徴
は
有
元
伸
子
が
「〈
私
〉
は
、

書
き
手
と
し
て
、
読
者
に
対
し
て
、
物
語
の
対
象
で
あ
る
自
分
の
過
去
に
つ

い
て
最
大
限
の
こ
と
を
語
る
が
、
し
か
も
、
語
っ
て
い
る
自
己
に
つ
い
て
は

最
小
限
の
こ
と
し
か
語
ら
な
い
。」
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
語
る
（
書

く
）
現
在
時
の
内
容
が
極
端
に
欠
落
し
て
い（

３２
）る。

そ
し
て
こ
の
欠
落
は
『
金

閣
寺
』
の
草
稿
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、「
放
火
後
の
時
点
か

ら
回
想
す
る
形
態
を
と
り
な
が
ら
、
放
火
後
の
「
今
」
の
状
況
・
語
っ
て
い

る
《
現
在
》
は
で
き
る
か
ぎ
り
消
去
し
て
い（

３３
）く」
と
い
う
実
作
者
三
島
由
紀

夫
の
草
稿
執
筆
段
階
の
ね
ら
い
で
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
よ
う
な
語
り
の

構
造
を
舞
台
作
品
と
し
て
反
映
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
舞
台
上
で
展
開
さ

れ
る
溝
口
の
物
語
と
は
接
続
し
な
い
、
い
わ
ば
物
語
世
界
の
時
空
を
超
越
し

た
透
明
な
語
り
手
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
宮
本
亜
門
は
そ
の
非＝

連
続
性

を
舞
台
袖
に
位
置
す
る
ナ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
設
定
し
、
さ
ら
に
マ
イ
ク
を
通

し
て
ナ
レ
ー
タ
ー
が
語
る
こ
と
で
明
確
な
水
準
差
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
ナ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
る
の
が
柏
木
役
と
鶴
川
役
の
俳
優
で
あ

る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
て
み
れ
ば
、
こ
の
ナ
レ
ー
タ
ー
は
設
定
上
は
物
語
世

界
と
接
続
し
な
い
、
ど
こ
に
も
位
置
し
な
い
場
所
に
設
定
さ
れ
て
い
な
が
ら

も
、
同
時
に
観
客
は
ナ
レ
ー
タ
ー
で
あ
る
柏
木
（
役
）
と
鶴
川
（
役
）
を
目

に
す
る
こ
と
で
、
こ
の
二
人
が
舞
台
上
で
展
開
し
て
い
る
溝
口
の
物
語
に
密

接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
瞬
間
的
に
理
解
で
き
る
演
出
に
な
っ
て
い（

３４
）る。

こ
の
よ
う
に
舞
台
上
で
展
開
す
る
物
語
世
界
と
の
決
定
的
な
非＝

連
続
性

と
、
緊
密
な
連
続
性
と
い
っ
た
正
反
対
の
方
向
性
を
、
同
時
に
同
一
舞
台
上

で
明
確
に
示
す
こ
と
で
、
原
作
で
は
消
去
さ
れ
て
い
っ
た
「
語
っ
て
い
る

《
現
在
》」
が
舞
台
上
で
は
逆
に
前
景
化
し
て
い
く
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
の

だ
。さ

ら
に
注
目
し
た
い
の
は
「
私
」
と
「
僕
」
の
距
離
で
あ
る
。
こ
れ
は
原

作
（
ａ
）
と
台
本
（
ｂ
）
の
比
較
に
よ
っ
て
考
え
て
み
た
い
。
鶴
川
役
の
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
始
ま
る
第
二
幕
冒
頭
部
分
を
比
較
検
討
し
て
み
よ
う
。

（
ａ
）
私
は
鶴
川
の
喪
に
、
一
年
近
く
も
服
し
て
ゐ
た
も
の
と
思
は
れ
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る
。
孤
独
が
は
じ
ま
る
と
、
そ
れ
に
私
は
た
や
す
く
馴
れ
、
誰
と
も
ほ

と
ん
ど
口
を
き
か
ぬ
生
活
は
、
私
に
と
つ
て
も
つ
と
も
努
力
の
要
ら
ぬ

も
の
だ
と
い
ふ
こ
と
が
、
改
め
て
わ
か
つ
た
。
生
へ
の
焦
燥
も
私
か
ら

去
つ
た
。
死
ん
だ
毎
日
は
快
か
つ
た
。（
第
六
章
）

（
ｂ
）
私
は
あ
れ
か
ら
一
年
近
く
鶴
川
の
喪
に
服
し
て
い
た
。
孤
独
が

は
じ
ま
る
と
、
そ
れ
は
私
に
た
や
す
く
馴
れ
、
誰
と
も
ほ
と
ん
ど
口
を

き
か
ぬ
生
活
は
、私
に
と
っ
て
も
っ
と
も
努
力
の
要
ら
ぬ
も
の
だ
っ
た
。

生
へ
の
焦
燥
は
私
か
ら
去
り
、
死
ん
だ
毎
日
が
た
だ
過
ぎ
て
い
っ
た
。

台
本
（
ｂ
）
で
は
原
作
（
ａ
）
に
あ
っ
た
傍
線
部
「
〜
思
は
れ
る
」「
〜

改
め
て
わ
か
つ
た
」
と
い
う
記
述
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。こ
の
二
つ
の
表
現
、

そ
の
な
か
で
も
特
に
「
〜
思
は
れ
る
」
と
い
う
表
現
は
、
他
者
に
つ
い
て
で

は
な
く
、
自
分
自
身
の
心
情
に
対
す
る
推
測
で
あ
る
。
こ
れ
は
自
身
の
体
験

に
つ
い
て
そ
れ
な
り
の
時
間
が
経
過
し
、
そ
れ
を
あ
る
解
釈
体
系
の
中
に
落

と
し
込
み
、
一
つ
の
ま
と
ま
っ
た
物
語
と
し
て
認
識
す
る
と
き
に
、
過
去
に

持
っ
て
い
た
自
分
自
身
の
心
情
に
つ
い
て
客
観
的
に
推
測
し
て
い
る
こ
と
を

示
す
表
現
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
原
作
に
お
け
る
手
記
と
し
て
の
語
る
（
書
く
）

私
と
、
語
ら
れ
る
「
私
」
の
距
離
が
明
確
に
現
れ
出
て
い
る
場
面（

３５
）だ。（

ａ
）

で
は
こ
の
距
離
が
自
己
を
客
観
的
に
捉
え
る
表
現
に
よ
っ
て
明
示
さ
れ
て
い

る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。し
か
し
（
ｂ
）
で
は
そ
の
よ
う
な
表
現
は
削
除
さ
れ
、

原
作
で
存
在
し
て
い
た
語
る
（
書
く
）
私
と
語
ら
れ
る
私
の
距
離
が
ほ
と
ん

ど
な
く
な
っ
て
お
り
、
舞
台
上
の
溝
口
の
内
面
を
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
直
接
解

説
し
て
い
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
た
だ
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

は
時
制
で
あ
る
。（
ａ
）（
ｂ
）
と
も
に
「
〜
た
」
が
文
末
に
用
い
ら
れ
、
過

去
の
出
来
事
を
回
想
す
る
体
裁
を
取
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は

舞
台
上
の
溝
口
の
内
面
を
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
即
時
的
に
語
り
な
が
ら
も
、
し

か
し
同
時
に
過
去
の
出
来
事
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
の
だ
。

こ
の
よ
う
な
時
制
の
ネ
ジ
レ
と
も
言
え
る
自
己
の
対
象
化
に
は
、
原
作
の

手
記
と
い
う
物
語
構
造
を
舞
台
化
す
る
上
で
の
根
源
的
な
問
題
が
示
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
自
身
が
引
き
起
こ
し
た
金
閣
へ
の
放
火
を
「
私
」
が
後
置
的

な
時
点
か
ら
回
想
す
る
と
い
っ
た
時
間
軸
を
持
つ
原
作
と
、「
僕
」
が
金
閣

を
放
火
す
る
と
い
う
即
時
的
な
現
在
時
の
時
間
軸
を
持
つ
台
本
と
い
っ
た
二

つ
の
時
間
軸
を
舞
台
上
で
は
同
時
に
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
問

題
で
あ
る
。こ
れ
は
先
述
し
た
よ
う
に
舞
台
上
に
ナ
レ
ー
タ
ー
を
登
場
さ
せ
、

「
語
っ
て
い
る
《
現
在
》」
を
前
景
化
し
て
し
ま
っ
た
が
ゆ
え
に
起
こ
る
問
題

で
あ
る
。
そ
の
矛
盾
と
も
言
う
べ
き
時
制
の
あ
り
よ
う
が
、
自
己
の
対
象
化

の
ネ
ジ
レ
と
し
て
舞
台
上
で
現
わ
れ
て
い
る
の
だ
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
ネ
ジ
レ
は
最
終
的
に
、
舞
台
上
の
「
僕
」
が
金
閣

を
放
火
し
、
物
語
内
容
が
「
私
」
の
回
想
す
る
後
置
的
な
時
点
に
追
い
つ
く

に
及
ん
で
、
幕
切
れ
で
以
下
の
よ
う
な
展
開
を
み
せ
る
こ
と
に
な
る
。

ナ
レ
ー
タ
ー＝

鶴
川
役

私
は
左
大
文
字
の
頂
き
か
ら
金
閣
の
空
に
金

砂
子
を
撒
い
た
よ
う
な
火
の
粉
が
舞
う
の
を
眺
め
て
い
た
。

ナ
レ
ー
タ
ー＝

柏
木
役

一
仕
事
を
終
え
て
一
服
し
て
い
る
人
が
よ
く

そ
う
思
う
よ
う
に
、
私
は
生
き
よ
う
と
思
っ
た
。

（
間
）

柏
木
役

生
き
よ
う
。

（
間
）

鶴
川
役

生
き
よ
う
。

（
間
）
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溝
口

生
き
よ
う
。

（
溝
口
、
お
も
む
ろ
に
タ
バ
コ
を
取
出
し
て
吸
う
。
そ
の
後
、
客
席
に

降
り
、
最
前
列
の
空
席
に
座
る
）

暗
転

柏
木
役
と
鶴
川
役
の
ナ
レ
ー
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
舞
台
の
上
手
下
手
か
ら
中

央
に
い
る
溝
口
に
近
寄
り
つ
つ
語
り
、
や
が
て
そ
れ
ぞ
れ
の
舞
台
袖
に
去
っ

て
行
く
。
最
後
は
タ
バ
コ
を
吸
い
終
え
た
溝
口
が
お
も
む
ろ
に
客
席
に
降
り

て
、
座
り
暗
転
、
舞
台
は
終
演
と
な
る
。
こ
こ
で
は
溝
口
の
内
面
を
語
っ
て

き
た
ナ
レ
ー
タ
ー
二
人
と
、
溝
口
本
人
の
三
人
が
、「
生
き
よ
う
」
と
い
う

言
葉
に
よ
っ
て
一
体
と
な
る
場
面
で
あ
る
。
こ
の
「
生
き
よ
う
」
と
い
う
言

葉
に
は
、
ナ
レ
ー
タ
ー
が
そ
の
直
前
ま
で
語
っ
て
い
た
「
生
き
よ
う
と
思
っ

た
」
と
い
う
溝
口
の
内
面
を
示
し
た
過
去
の
時
制
と
は
全
く
異
な
る
時
間
が

展
開
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

舞
台
は
金
閣
の
炎
上
に
よ
っ
て
、
開
演
前
に
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
た
学
校
の

特
別
教
室
の
舞
台
装
置
は
崩
れ
去
り
、
が
ら
ん
と
し
た
暗
く
何
も
無
い
空
間

が
広
が
っ
て
い（

３６
）る。

そ
の
暗
闇
の
中
か
ら
溝
口
が
実
際
に
客
席
に
降
り
て
く

る
こ
と
か
ら
も
分
る
よ
う
に
、
こ
の
何
も
無
い
空
間
は
、
舞
台
上
と
客
席
と

の
連
続
性
を
示
し
、
観
客
と
同
じ
現
実
の
空
間
の
な
か
で
溝
口
か
ら
「
生
き

よ
う
」
と
い
う
言
葉
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
言
葉
は
ナ
レ
ー
タ

ー
二
人
と
溝
口
は
も
と
よ
り
、
こ
れ
ら
の
登
場
人
物
と
時
間
と
空
間
を
連
続

す
る
観
客
と
と
も
に
あ
る
〈
今
・
こ
こ
〉
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。『
金
閣
寺
』
の
物
語
世
界
か
ら
現
実
の
観
客
の
世
界
へ
。
こ
の
最
終

場
面
か
ら
、
宮
本
亜
門
は
こ
の
「
生
き
よ
う
」
と
い
う
言
葉
を
、
単
に
舞
台

上
で
完
結
す
る
物
語
世
界
ば
か
り
で
な
く
、
現
代
の
〈
今
・
こ
こ
〉
に
生
き

る
観
客
に
切
実
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
あ（

３７
）る。

結

宮
本
亜
門
演
出
『
金
閣
寺
』
の
戦
略

三
島
由
紀
夫
『
金
閣
寺
』
の
演
劇
化
に
関
し
て
は
、
す
で
に
村
山
知
義
に

よ
る
脚
色
・
演
出
に
よ
っ
て
、
三
島
の
生
前
に
劇
団
新
派
が
上
演
し
て
い（

３８
）る。

そ
の
時
に
三
島
は
「
原
作
を
よ
く
砕
い
て
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
万
遍
な
く
と
り

入
れ
、
主
人
公
の
放
火
に
い
た
る
心
理
が
、
可
成
納
得
の
ゆ
く
や
う
に
跡
づ

け
ら
れ
て
ゐ
る
。」
と
一
定
の
評
価
を
し
な
が
ら
も
、「
し
か
し
芝
居
で
は
、

ま
づ
長
さ
に
限
度
が
あ
る
。
ま
た
視
覚
に
よ
る
制
約
が
あ
る
。
言
葉
だ
け
に

た
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
残
し
て
い（

３９
）る。

多
く
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
に
因
果
関
係
を
持
た
せ
て
、「
主
人
公
の
放
火
に
い
た
る
心
理
」

を
「
視
覚
」
と
「
言
葉
」
だ
け
で
舞
台
化
す
る
の
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
を

三
島
自
身
が
指
摘
し
て
い
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
リ
ア
リ
ズ
ム
の
演
出
か
ら

距
離
を
取
り
、
舞
台
装
置
、
身
体
、
振
付
な
ど
様
々
な
点
に
お
い
て
敢
え
て

抽
象
化
を
図
り
、
そ
の
う
え
で
現
代
の
観
客
と
の
接
続
を
果
た
し
た
宮
本
亜

門
の
演
出
は
大
き
く
評
価
さ
れ
て
い
い
。
事
実
、
初
演
当
初
の
劇
評
は
神
奈

川
芸
術
劇
場
の
杮
落
し
落
と
し
公
演
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、「
心
の
暗
部
」
を

「
多
層
的
に
描
き
出
し
」
た
作
品
と
し
て
、
最
大
限
の
評
価
が
な
さ
れ
て
い

る
の（

４０
）だ。

ま
た
さ
ら
に
指
摘
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
作
品
は

当
時
の
演
劇
の
ト
ピ
ッ
ク
を
集
大
成
し
て
い
た
と
い
う
点
だ
。「
鳳
凰
」
を

演
じ
た
山
川
冬
樹
が
演
劇
界
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
／
ト
ー
キ
ョ
ー
主
催
公
演
『
４
・
４８
サ
イ
コ
シ
ス
』（
作＝

サ
ラ
・
ケ

イ
ン
、
翻
訳＝
長
島
確
、
演
出＝

飴
屋
法
水
、
東
京
・
あ
う
る
す
ぽ
っ
と
、
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二
〇
〇
九
・
一
一
）
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
公
演
は
二
〇
〇
七
年
に
演

劇
活
動
を
再
開
し
た
演
出
家
飴
屋
法
水
の
作
品
と
し
て
も
大
き
な
注
目
を
集

め
た
。
こ
の
舞
台
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
他
な
ら
ぬ
山
川
冬
樹

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
あ
っ
た
。
天
井
か
ら
吊
さ
れ
た
山
川
冬
樹
の
身
体
と

ホ
ー
メ
イ
の
歌
唱
に
よ
っ
て
、
自
死
直
前
の
サ
ラ
・
ケ
イ
ン
が
描
き
出
し
た

精
神
病
患
者
の
独
白
と
も
、
医
師
と
の
対
話
と
も
判
然
と
し
な
い
、
現
実
と

夢
想
の
境
界
を
描
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
た
。

ま
た
振
付
の
小
野
寺
修
二
は
シ
ス
・
カ
ン
パ
ニ
ー
公
演
『
叔
母
と
の
旅
』

（
原
作＝

グ
レ
ア
ム
・
グ
リ
ー
ン
、
劇
化＝

ジ
ャ
イ
ル
ズ
・
ハ
ヴ
ァ
ガ
ル
、

翻
訳＝

小
田
島
恒
志
、
演
出＝

松
村
武
、
東
京
・
青
山
円
形
劇
場
、
二
〇
一

〇
・
八
）
の
振
付
及
び
ス
テ
ー
ジ
ン
グ
を
担
当
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ダ
ン

ス
か
ら
演
劇
へ
活
動
の
領
域
を
広
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
作
品
は
四

人
の
男
優
に
よ
っ
て
二
〇
以
上
の
役
を
演
じ
わ
け
る
点
が
大
き
な
見
ど
こ
ろ

で
あ
り
、
そ
れ
を
可
能
に
し
て
い
た
の
は
ほ
か
な
ら
ぬ
小
野
寺
修
二
の
ス
ピ

ー
ド
感
あ
ふ
れ
る
振
付
で
あ
っ（

４１
）た。

そ
し
て
森
田
剛
は
劇
団
☆
新
感
線
公
演
『
荒
神
〜A

raJinn
』（
作＝

中

島
か
ず
き
、
演
出＝

い
の
う
え
ひ
で
の
り
、
東
京
・
青
山
劇
場
、
二
〇
〇
五
・

三
）
に
よ
っ
て
初
舞
台
を
踏
み
、
す
で
に
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
た
が
、

Bunkam
ura/Q

uaras

主
催
公
演
『
血
は
立
っ
た
ま
ま
眠
っ
て
い
る
』（
作

＝

寺
山
修
司
、
演
出＝

蜷
川
幸
雄
、
東
京
・
シ
ア
タ
ー
コ
ク
ー
ン
、
二
〇
一

〇
・
一
）
の
良
役
を
好
演
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、Ｖ
６
と
い
っ
た
ア
イ
ド
ル
・

グ
ル
ー
プ
と
は
別
に
、
舞
台
俳
優
と
し
て
大
き
な
評
価
を
獲
得
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

前
衛
的
な
演
出
で
用
い
ら
れ
た
山
川
冬
樹
、
振
付
が
高
く
評
価
さ
れ
た
小

野
寺
修
二
、
ア
イ
ド
ル
か
ら
舞
台
俳
優
へ
の
転
機
を
つ
か
ん
だ
森
田
剛
。
つ

ま
り
二
〇
一
〇
年
前
後
の
演
劇
界
の
話
題
を
全
方
位
的
に
集
約
し
た
舞
台
が

宮
本
亜
門
演
出
『
金
閣
寺
』
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。

そ
し
て
宮
本
亜
門
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
れ
ば
、
こ
の

『
金
閣
寺
』
に
よ
っ
て
神
奈
川
芸
術
劇
場
芸
術
監
督
に
就
任
し
、
そ
の
直
後

に
東
日
本
大
震
災
に
直
面
す
る
こ
と
で
、
宮
本
亜
門
は
芸
術
と
行
政
の
あ
り

か
た
、
そ
し
て
文
化
の
あ
り
か
た
を
探
る
よ
う
に
な
っ
て
い（

４２
）く。
ま
た
『
金

閣
寺
』
に
お
け
る
「
鳳
凰
」
の
よ
う
に
、
作
品
中
に
登
場
し
な
い
思
考
そ
の

も
の
を
具
体
的
に
舞
台
上
に
登
場
さ
せ
、
物
語
そ
の
も
の
を
読
み
替
え
て
い

く
と
い
う
方
法
は
宮
本
亜
門
の
新
た
な
演
出
方
法
に
な
っ
て
い
っ
た
。
冒
頭

で
触
れ
た
、
同
じ
く
三
島
由
紀
夫
『
金
閣
寺
』
を
原
作
に
し
た
黛
敏
郎
『
金

閣（
４３
）寺』

の
演
出
で
、
宮
本
亜
門
は
コ
ー
ラ
ス
を
中
心
に
据
え
、
原
作
に
は
存

在
し
な
い
「
ヤ
ン
グ
溝
口
」
な
る
ダ
ン
サ
ー
を
登
場
さ
せ
て
、
溝
口
の
内
面

や
金
閣
の
在
り
方
を
示
そ
う
と
し
た
。
ま
た
東
京
二
期
会
公
演
『
蝶
々
夫

人
』（
作
曲＝

ジ
ャ
コ
モ
・
プ
ッ
チ
ー
ニ
、
台
本＝

ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ジ
ャ
コ

ー
ザ
、
ル
イ
ー
ジ
・
イ
ッ
リ
カ
、
演
出＝

宮
本
亜
門
、
指
揮＝

ア
ン
ド
レ
ア
・

バ
ッ
テ
ィ
ス
ト
ー
ニ
、
東
京
・
東
京
文
化
会
館
、
二
〇
一
九
・
一
〇
）
で
も

原
作
に
は
存
在
し
な
い
三
〇
年
後
の
ピ
ン
カ
ー
ト
ン
と
、
蝶
々
さ
ん
の
間
の

息
子
を
「
青
年
」
と
し
て
舞
台
上
に
登
場
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
設
定
に
よ
っ

て
、
宮
本
亜
門
は
ピ
ン
カ
ー
ト
ン
が
死
後
に
蝶
々
さ
ん
と
永
遠
の
愛
で
結
ば

れ
る
と
い
う
大
胆
な
読
み
替
え
に
成
功
し
た
。

こ
の
よ
う
に
宮
本
亜
門
が
『
金
閣
寺
』
を
演
出
す
る
こ
と
で
得
た
も
の

は
、
そ
の
後
の
自
身
の
演
出
方
法
に
も
大
き
な
影
響
を
落
と
し
て
い
る
の
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
当
時
の
演
劇
界
の
縮
図
が
こ
の
作
品
に
こ
そ
存
在
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
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注

（
１
）
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
三
島
由
紀
夫
戯
曲
作
品
の
上
演
に
つ
い
て
は
木
谷

真
紀
子
「
三
島
由
紀
夫
作
品
を
読
む
た
め
の
事
典
⑱
演
劇
」（
有
元
伸
子

＋
久
保
田
裕
子
編
『
２１
世
紀
の
三
島
由
紀
夫
』
所
収
、
二
九
四
〜
二
九
七

頁
、
翰
林
書
房
、
二
〇
一
五
・
一
一
）
に
詳
し
い
。

（
２
）
三
島
由
紀
夫
「
サ
ド
侯
爵
夫
人
」（「
文
藝
」
一
九
六
五
・
一
一
）

（
３
）
三
島
由
紀
夫
「
鹿
鳴
館
」（「
文
学
界
」
一
九
五
六
・
一
二
）

（
４
）
水
谷
八
重
子
舞
台
生
活
五
〇
周
年
記
念
新
派
六
月
公
演
（
名
古
屋
市
・

御
園
座
、
一
九
六
四
・
六
）、
水
谷
八
重
子
追
悼
春
の
新
派
祭
（
東
京
・

明
治
座
、
一
九
八
〇
・
二
）、
花
柳
章
太
郎
十
七
回
忌
追
善
・
水
谷
八
重

子
三
回
忌
追
善
八
月
新
派
特
別
公
演
（
東
京
・
歌
舞
伎
座
、
一
九
八
一
・

八
）、
二
代
目
水
谷
八
重
子
襲
名
披
露
十
一
月
新
派
特
別
公
演
（
東
京
・

新
橋
演
舞
場
、
一
九
九
五
・
一
一
）
な
ど
。

（
５
）
三
島
由
紀
夫
「
熱
帯
樹
」（「
聲
」
第
六
号
、
一
九
六
〇
・
一
）、

（
６
）
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
主
催
公
演
（
東
京
・
シ
ア
タ
ー
ト
ラ
ム
、

二
〇
一
九
・
二
）

（
７
）
三
島
由
紀
夫
『
近
代
能
楽
集
』（
新
潮
社
、
一
九
五
六
・
四
）

（
８
）
二
〇
一
九
年
の
一
年
間
だ
け
で
も
、
鳥
の
劇
場
主
催
公
演
『
葵
の
上
』

『
班
女
』『
熊
野
』『
綾
の
鼓
』（
演
出＝

中
島
諒
人
、
鳥
取
市
・
鳥
の
劇
場
、

二
〇
一
九
・
二
）、
タ
マ
プ
ロ
公
演
『
綾
の
鼓
』『
卒
塔
婆
小
町
』（
演
出

＝

笠
井
賢
一
、
東
京
・
銕
仙
会
能
楽
堂
、
二
〇
一
九
・
四
）、
世am

i
×

身
体
の
景
色
公
演
『
班
女
〜
近
代
能
楽
集
よ
り
〜
』（
構
成＝

岡
野
暢
、

シ
ム
・
ヂ
ヨ
ン
、
演
出＝

身
体
の
景
色
、
東
京
・T

he
8th
Gallery

、

二
〇
一
九
・
八
）
な
ど
の
公
演
が
あ
っ
た
。

（
９
）
三
島
由
紀
夫
「
金
閣
寺
」（「
新
潮
」
一
九
五
六
・
一
〜
一
〇
）

（
１０
）
三
島
由
紀
夫
「
春
の
雪
」（「
新
潮
」
一
九
六
五
・
九
〜
一
九
六
七
・
一
）

（
１１
）
三
島
由
紀
夫
「
美
し
い
星
」（「
新
潮
」
一
九
六
二
・
一
〜
一
一
）

（
１２
）
三
島
由
紀
夫
「
命
売
り
ま
す
」（「
週
刊
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
」
一
九
六
八
・

五
・
二
一
〜
一
〇
・
八
）

（
１３
）
三
島
由
紀
夫
「
春
の
雪
」（
１０
）、「
奔
馬
」（「
新
潮
」
一
九
六
七
・
二

〜
一
九
六
八
・
八
）、「
暁
の
寺
」（
同
一
九
六
八
・
九
〜
一
九
七
〇
・
四
）、

「
天
人
五
衰
」（
同
一
九
七
〇
・
七
〜
一
九
七
一
・
一
）

（
１４
）
川
口
典
成
は
ピ
ー
チ
ャ
ム
・
カ
ン
パ
ニ
ー
主
宰
。
そ
の
他
、
東
京
タ
ワ

ー
付
近
の
公
園
で
野
外
上
演
し
た
『
復
活
』（
脚
本＝

清
末
浩
平
、
演
出

＝

川
口
典
成
、
東
京
・
都
立
芝
公
園
集
会
会
場
二
三
号
地
、
二
〇
一
一
・

一
〇
）
は
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
の
終
了
と
合
わ
せ
て
、
東
京
タ
ワ
ー
と
都

市
の
あ
り
方
に
迫
っ
た
作
品
で
あ
る
。
な
お
二
〇
一
九
年
一
一
月
現
在
ピ

ー
チ
ャ
ム
・
カ
ン
パ
ニ
ー
は
無
期
限
の
活
動
停
止
中
。

（
１５
）
ノ
ゾ
エ
征
爾
は
劇
団
は
え
ぎ
わ
主
宰
。
は
え
ぎ
わ
第
二
三
回
公
演
『
◯

◯
ト
ア
ル
風
景
』（
作
・
演
出＝

ノ
ゾ
エ
征
爾
、
東
京
・
下
北
沢
ザ
・
ス

ズ
ナ
リ
、
二
〇
一
一
・
七
）
で
第
五
六
回
岸
田
國
士
戯
曲
賞
受
賞
。

（
１６
）
長
田
育
恵
は
て
が
み
座
主
宰
。て
が
み
座
第
三
回
公
演
『
乱
歩
の
恋
文
』

（
作＝

長
田
育
恵
、
演
出＝

扇
田
拓
也
、
東
京
・
王
子
小
劇
場
、
二
〇
一

〇
・
一
一
）、
同
第
五
回
公
演
『
空
の
ハ
モ
ニ
カ
―
わ
た
し
が
み
す
ゞ
だ
っ

た
頃
の
こ
と
―
』（
作＝

長
田
育
恵
、
演
出＝

扇
田
拓
也
、
東
京
・
下
北

沢
「
劇
」
小
劇
場
、
二
〇
一
一
・
九
）、
劇
団
民
藝
公
演
『
Ｓ
Ｏ
Ｅ
Ｔ
Ｓ

Ｕ
―
韓
く
に
の
白
き
太
陽
―
』（
作＝

長
田
育
恵
、
演
出＝

丹
野
郁
弓
、

東
京
・
三
越
劇
場
、
二
〇
一
六
・
一
二
）
な
ど
小
説
家
や
詩
人
を
題
材
と

し
た
評
伝
劇
が
多
い
。

（
１７
）
前
掲
の
初
演
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ロ
ー
ズ
シ
ア
タ
ー
（
二
〇
一
一
・

七
）、
大
阪
・
梅
田
芸
術
劇
場
（
二
〇
一
二
・
一
）、
東
京
・
赤
坂
Ａ
Ｃ
Ｔ

シ
ア
タ
ー
（
二
〇
一
二
・
一
、
二
〇
一
四
・
四
）
で
の
上
演
が
あ
る
。

（
１８
）
三
島
由
紀
夫
「
癩
王
の
テ
ラ
ス
」（「
海
」
一
九
六
九
・
七
）。
宮
本
亜

門
演
出
は
ホ
リ
プ
ロ
主
催
公
演
『
ラ
イ
王
の
テ
ラ
ス
』（
東
京
・
赤
坂
Ａ

Ｃ
Ｔ
シ
ア
タ
ー
、
二
〇
一
六
・
三
）
と
表
記
を
改
め
て
上
演
。

（
１９
）
初
演
は
ベ
ル
リ
ン
・
ド
イ
ツ
・
オ
ペ
ラ
公
演
『
金
閣
寺
』（
作
曲＝

黛
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敏
郎
、
台
本＝

ク
ラ
ウ
ス
・
Ｈ
・
ヘ
ン
ネ
ベ
ル
ク
、
演
出＝

グ
ス
タ
フ
・

ゼ
ル
ナ
ー
、
ベ
ル
リ
ン
・
ド
イ
ツ
・
オ
ペ
ラ
、
一
九
七
六
・
六
）。
宮
本

亜
門
演
出
は
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
国
立
ラ
ン
歌
劇
場
（
二
〇
一

八
・
三
）
で
初
演
、
そ
の
後
、
東
京
二
期
会
主
催
公
演
（
東
京
・
東
京
文

化
会
館
、
二
〇
一
八
・
二
）
に
て
上
演
。

（
２０
）
舞
台
映
像
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
『
金
閣
寺
』（
製
作＝

パ
ル
コ
、発
売＝

エ
イ
ベ
ッ

ク
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、A

V
BD
-91918

〜9

、
二
〇
一
二
・
二
）
に

拠
っ
た
。

（
２１
）
学
校
の
教
室
と
い
う
空
間
を
設
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
宮
本
亜
門
は

「
教
室
と
い
う
の
は
、
そ
の
国
で
生
き
、
育
ち
、
教
育
を
受
け
、
世
間
の

中
で
ど
う
生
き
る
か
を
形
作
っ
て
い
く
場
所
で
、
私
個
人
に
と
っ
て
は
息

苦
し
い
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。」
と
い
う
個
人
的
な
体
験
を
引
き
合
い
に

出
し
、
主
人
公
の
溝
口
が
「
最
後
に
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
、
教
育
と

は
全
く
反
対
の
方
向
に
向
か
う
宣
言
を
す
る
の
で
す
。」
と
語
っ
て
い
る

（
宮
本
亜
門
「
三
島
由
紀
夫
と
い
う
演
劇
的
人
生
―
―『
金
閣
寺
』『
ラ
イ

王
の
テ
ラ
ス
』
か
ら
」、
井
上
隆
史
他
編
『
混
沌
と
抗
戦

三
島
由
紀
夫

と
日
本
、
そ
し
て
世
界
』
所
収
、
四
〇
〇
頁
上
段
、
水
声
社
、
二
〇
一
六
・

一
一
）。
そ
の
他
、『
金
閣
寺
』
演
出
に
関
す
る
宮
本
亜
門
自
身
の
発
言
は

（
聞
き
手＝

有
元
伸
子
・
久
保
田
裕
子
）「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
舞
台
版
『
金
閣

寺
』
と
三
島
由
紀
夫
の
演
劇
」（
注
（
１
）
所
収
、
四
二
〜
六
〇
頁
）、「
魂

の
あ
る
劇
場
を
育
て
る

Ｋ
Ａ
Ａ
Ｔ
神
奈
川
芸
術
劇
場
柿
落
と
し
「
金
閣

寺
」
が
で
き
る
ま
で
」（「
悲
劇
喜
劇
」
二
〇
一
一
・
四
）
が
あ
る
。

（
２２
）
野
田
学
・
内
田
洋
一
「
演
劇
時
評
」（「
悲
劇
喜
劇
」
二
〇
一
一
・
五
）

に
お
い
て
野
田
学
は
以
下
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
る
。「
宮
本
さ
ん
の
演

出
は
、
具
象
物
の
使
用
を
徹
底
的
に
排
除
し
つ
つ
、
こ
の
作
品
で
は
具
象

化
さ
れ
な
い
観
念
の
み
が
も
っ
と
も
強
力
に
振
舞
う
権
限
を
与
え
ら
れ
て

い
る
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
よ
う
な
形
（
引
用
者
注
―
―
ロ
ッ
カ

ー
や
長
椅
子
に
よ
っ
て
舞
台
装
置
を
構
成
し
て
い
く
こ
と
）
で
何
度
も
確

認
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
私
に
は
、
三
島
作
品
に
対
す
る
ふ
さ
わ
し
い

ア
プ
ロ
ー
チ
に
思
え
ま
し
た
。」

（
２３
）
有
元
伸
子
「
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
何
を
物
語
る
か
―
―
三
島
由
紀
夫

作
品
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
／
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」（
注
（
１
）
所
収
、
二
〇

八
頁
）
に
お
い
て
以
下
の
指
摘
が
あ
る
。「
舞
台
「
金
閣
寺
」
で
は
、
父

や
老
師
な
ど
男
性
と
の
関
係
に
加
え
て
、
映
画
「
炎
上
」
で
は
希
薄
だ
っ

た
対
女
性
関
係
も
含
ま
せ
、
だ
が
基
本
的
に
は
同
世
代
の
若
者
三
人
の
関

係
を
軸
に
溝
口
の
疎
外
感
と
世
界
へ
の
参
与
が
描
か
れ
て
い
く
。
小
説

「
金
閣
寺
」
に
沈
潜
す
る
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
リ
テ
ィ
／
ホ
モ
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ

ム
を
す
く
い
取
っ
た
舞
台
は
、
二
次
創
作
表
現
に
よ
る
「
金
閣
寺
」
解
釈

の
一
つ
の
達
成
で
あ
ろ
う
。」

（
２４
）
宮
本
亜
門
自
身
が
こ
の
場
面
に
つ
い
て
、「
認
識
と
行
為
の
差
を
見
せ

つ
け
る
」
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
解
説
し
て
い
る
（「
三
島
由

紀
夫
と
い
う
演
劇
的
人
生
―
―『
金
閣
寺
』『
ラ
イ
王
の
テ
ラ
ス
』
か
ら
」、

注
（
２１
）
所
収
、
四
〇
〇
頁
下
段
）

（
２５
）
山
川
冬
樹
コ
メ
ン
ト
「
虚
構
と
現
実
の
対
立
を
超
え
て
、
作
品
を
身
体

化
す
る
こ
と
」（『
金
閣
寺
』
初
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
所
収
、
パ
ル
コ
、
二
〇

一
一
・
一
）

（
２６
）
宮
本
亜
門
（
聞
き
手＝

有
元
伸
子
・
久
保
田
裕
子
）「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

舞
台
版
『
金
閣
寺
』
と
三
島
由
紀
夫
の
演
劇
」（
注
（
１
）
所
収
、
五
一

頁
上
段
）

（
２７
）
土
方
巽
は
三
島
由
紀
夫
『
禁
色
』（
第
一
部
「
禁
色
」＝

「
群
像
」
一

九
五
一
・
一
〜
一
〇
、
第
二
部
「
秘
楽
」＝

「
文
學
界
」
一
九
五
二
・
八

〜
一
九
五
三
・
八
）
か
ら
モ
チ
ー
フ
を
借
用
し
、
暗
黒
舞
踏
の
出
発
点
と

な
る
舞
踏
作
品
『
禁
色
』（
東
京
・
第
一
生
命
ホ
ー
ル
、
一
九
五
九
・
五
・

二
四
）
を
発
表
。
こ
の
作
品
は
全
日
本
芸
術
舞
踊
協
会
（
現
・
現
代
舞
踊

協
会
）
第
六
回
新
人
舞
踊
公
演
の
二
三
演
目
の
一
つ
と
し
て
上
演
さ
れ

た
。
の
ち
に
自
作
が
題
材
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
三
島
由
紀
夫
は
ス
タ
ジ
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オ
へ
見
学
に
出
掛
け
「
現
代
の
夢
魔
―
―
『
禁
色
』
を
踊
る
前
衛
舞
踊

団
」（「
芸
術
新
潮
」
一
九
五
九
・
九
）
と
い
う
印
象
記
を
残
し
て
い
る
。

な
お
土
方
巽
『
禁
色
』
は
そ
の
後
、
二
度
上
演
（
一
九
五
九
・
九
・
五
、

一
九
六
〇
・
七
・
二
三
、
二
四
）
さ
れ
て
い
る
が
、
初
演
に
つ
い
て
は
写

真
、
記
録
映
像
と
も
に
残
っ
て
い
な
い
。
志
賀
信
夫
「
誌
上
再
現
土
方
巽

の
『
禁
色
』」（「
バ
ッ
カ
ス
」
第
三
号
、
二
〇
〇
五
・
六
）
が
大
野
慶
人
、

合
田
成
男
の
証
言
を
元
に
作
品
の
検
証
を
試
み
て
い
る
。

（
２８
）
小
野
寺
修
二
は
一
九
九
五
年
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ア
タ
ー
水
と
油
を
結

成
し
活
動
を
開
始
（
〜
二
〇
〇
六
年
活
動
休
止
）。
二
〇
〇
八
年
以
降
は

カ
ン
パ
ニ
ー
デ
ラ
シ
ネ
ラ
を
結
成
し
、
活
動
を
続
け
て
い
る
。
水
と
油
の

活
動
に
つ
い
て
は
松
井
憲
太
郎
「
空
間
を
造
形
す
る
身
体
―
―
水
と
油
」

（「
國
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
」
二
〇
〇
二
・
二
）
に
詳
し
い
。拙
論
「
演

劇
時
評

実
り
の
秋
―
―
長
塚
圭
史
・
小
野
寺
修
二
・
蜷
川
幸
雄
」（「
第

三
次
シ
ア
タ
ー
ア
ー
ツ
」
第
四
五
号
、
二
〇
一
〇
・
一
二
）
に
お
い
て
カ

ン
パ
ニ
ー
デ
ラ
シ
ネ
ラ
公
演
『
異
邦
人
』（
作
・
演
出
・
振
付＝

小
野
寺

修
二
、
東
京
・
シ
ア
タ
ー
ト
ラ
ム
、
二
〇
一
〇
・
一
〇
）
に
つ
い
て
言
及

し
た
こ
と
が
あ
る
。

（
２９
）
（
２１
）
に
挙
げ
た
宮
本
亜
門
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
談
話
の
中
で
も
特

に
（
聞
き
手＝

有
元
伸
子
・
久
保
田
裕
子
）「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
舞
台
版
『
金

閣
寺
』
と
三
島
由
紀
夫
の
演
劇
」（
注
（
１
）
所
収
、
四
六
頁
下
段
）
に

は
当
初
セ
ル
ジ
ュ
・
ラ
モ
ッ
ト
に
台
本
を
依
頼
す
る
も
の
の
、
途
中
で
伊

藤
ち
ひ
ろ
に
変
更
し
た
経
緯
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
伊
藤
ち
ひ
ろ
は
映
画

『
春
の
雪
』（
監
督＝

行
定
勲
、
東
宝
、
二
〇
〇
五
・
一
〇
）
の
脚
本
を
担

当
し
て
い
る
。
な
お
セ
ル
ジ
ュ
・
ラ
モ
ッ
ト
は
パ
ル
コ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

公
演
『
猟
銃
』（
原
作＝

井
上
靖
、
演
出＝

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ジ
ラ
ー
ル
、

日
本
語
台
本
監
修＝

鴨
下
信
一
、
二
〇
一
一
・
一
〇
）
の
翻
案
を
担
当
し

て
い
る
。

（
３０
）
伊
藤
ち
ひ
ろ
「『
金
閣
寺
』
創
作
ノ
ー
ト
」（「
悲
劇
喜
劇
」
二
〇
一
一
・

四
）。
な
お
初
演
の
台
本
担
当
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
伊
藤
ち
ひ
ろ
の
み
で
あ

る
。

（
３１
）
有
元
伸
子
「『
金
閣
寺
』
再
読
―
―
母
な
る
、父
な
る
、金
閣
―
―
」（
松

本
徹
・
佐
藤
秀
明
・
井
上
隆
史
編
『
三
島
由
紀
夫
研
究
⑥
三
島
由
紀
夫
・

金
閣
寺
』
所
収
、
鼎
書
房
、
二
〇
〇
八
・
七
）
に
は
「
溝
口
の
女
性
体
験

の
原
点
に
母
の
存
在
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
母
に
対
し
て
嫌
悪
と
裏
腹
の
強

い
愛
着
も
あ
る
こ
と
を
、
第
三
章
ま
で
母
に
関
す
る
語
り
を
遅
延
さ
せ
る

と
い
う
記
述
上
の
作
為
に
よ
っ
て
見
え
に
く
く
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。」

（
一
一
七
頁
上
段
）
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

（
３２
）
有
元
伸
子
「『
金
閣
寺
』
の
一
人
称
告
白
体
」（「
近
代
文
学
試
論
」
第

二
七
号
、
一
九
八
九
・
一
二
）。
な
お
そ
の
他
、
手
記
と
し
て
の
構
造
に

注
目
し
た
論
考
に
杉
本
和
弘
「〈
私
〉
の
手
記
と
い
う
方
法
―
―
『
金
閣

寺
』
の
場
合
―
―
」（「
名
古
屋
近
代
文
学
研
究
」
第
八
号
、
一
九
九
〇
・

一
二
）、
東
郷
克
美
「「
金
閣
寺
」―
―
監
獄
の
な
か
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
」

（「
國
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
」
一
九
九
三
・
五
）
が
あ
る
。

（
３３
）
有
元
伸
子
・
大
西
永
昭
・
中
本
さ
お
り
「
草
稿
研
究
―
―『
金
閣
寺
』
を

実
例
に
」（「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
二
〇
一
一
・
四
）。
そ
の
他
に
『
金

閣
寺
』
の
草
稿
研
究
と
し
て
同
「
三
島
由
紀
夫
『
金
閣
寺
』
の
原
稿
研
究

―
―
柏
木
、
老
師
、
金
閣
」（「
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
」
第

六
八
号
、
二
〇
〇
八
・
一
二
）
が
あ
る
。

（
３４
）
第
二
幕
の
冒
頭
近
く
に
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
終
わ
っ
た
後
に
、
溝
口
が

柏
木
か
ら
の
命
令
に
従
っ
て
杜
若
を
探
し
、
鶴
川
役
の
俳
優
が
舞
台
袖
で

溝
口
に
杜
若
を
差
し
出
す
場
面
が
あ
る
。
こ
れ
を
機
に
溝
口
は
柏
木
の
生

花
の
師
匠
と
出
会
う
。
そ
の
生
花
の
師
匠
は
、
鶴
川
と
一
緒
に
南
禅
寺
の

山
門
か
ら
眺
め
て
い
た
女
性
で
あ
り
、
彼
女
の
乳
房
を
見
る
そ
の
瞬
間
に

「
鳳
凰
」
が
登
場
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
南
禅
寺
の
山

門
か
ら
始
ま
る
場
面
は
性
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
へ
と
回
収
さ
れ
て
い
く
。
こ
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
の
発
端
に
鶴
川
が
関
係
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
鶴
川
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役
の
ナ
レ
ー
タ
ー
が
杜
若
を
差
し
出
す
こ
と
で
水
準
差
を
超
越
し
て
い
く

こ
と
は
非
常
に
効
果
的
な
演
出
で
あ
る
。

（
３５
）
原
作
に
は
こ
の
よ
う
に
溝
口
自
身
の
心
情
に
つ
い
て
客
観
的
に
表
現
し

て
い
る
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
。「
さ
う
い
ふ
頭
で
金
閣
を
見
上
げ
る
と
、

金
閣
は
私
の
目
か
ら
ば
か
り
で
な
く
、
頭
か
ら
も
滲
み
入
つ
て
く
る
や
う

に
思
は
れ
る
。」（
第
二
章
）、「
卑
し
い
野
心
の
点
火
に
は
、
何
か
肉
体
的

な
強
制
力
の
や
う
な
も
の
が
あ
つ
て
、
そ
れ
が
私
を
怖
れ
さ
せ
た
の
だ
と

思
は
れ
る
。」（
第
三
章
）、「
こ
の
こ
ろ
か
ら
微
妙
な
変
化
が
、
私
の
金
閣

に
対
す
る
感
情
に
生
じ
て
ゐ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。」（
第
五
章
）
な
ど
。

（
３６
）
宮
本
亜
門
は
最
後
の
場
面
で
メ
タ＝

レ
ベ
ル
に
位
置
す
る
教
室
を
破
壊

し
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
つ
い
に
は
教
室
も
崩
壊
し
て
、
溝
口
は
開
か
れ

て
本
来
の
性
の
姿
に
な
っ
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
」
と
語
っ
て
い
る

（「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
舞
台
版
『
金
閣
寺
』
と
三
島
由
紀
夫
の
演
劇
」、
注

（
１
）
所
収
、
五
五
頁
下
段
）。

（
３７
）
宮
本
亜
門
は
溝
口
の
言
葉
を
現
代
の
観
客
へ
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

て
演
出
し
て
い
る
。
原
作
に
お
い
て
溝
口
が
手
記
を
書
い
た
目
的
に
つ
い

て
は
佐
藤
秀
明
「『
金
閣
寺
』
論
序
説
―
―
犯
罪
実
行
者
の
手
記
―
―
」

（「
椙
山
国
文
学
」
第
一
七
号
、
一
九
九
三
・
三
）、
同
「『
金
閣
寺
』
論

―
―
対
話
す
る
こ
と
ば
の
誕
生
―
―
」（「
日
本
文
学
」
一
九
九
四
・
一
）、

稲
田
大
貴
「
手
記
の
向
こ
う
側
へ
―
―
三
島
由
紀
夫
『
金
閣
寺
』
再
論

―
―
」（「
九
大
日
文
」
第
二
三
号
、
二
〇
一
四
・
三
）
な
ど
が
分
析
し
て

い
る
。

（
３８
）
新
派
五
月
公
演
『
金
閣
寺
』
ほ
か
（
脚
色
・
演
出＝

村
山
知
義
、東
京
・

新
橋
演
舞
場
、
一
九
五
七
・
五
）。
こ
の
劇
化
を
め
ぐ
る
当
時
の
受
容
に

つ
い
て
は
山
中
剛
史
「
受
容
と
浸
透
―
―
小
説
『
金
閣
寺
』
の
劇
化
を
め

ぐ
っ
て
」（
注
（
３１
）
所
収
）
に
詳
細
な
検
証
が
あ
る
。

（
３９
）
三
島
由
紀
夫
「
長
篇
小
説
の
劇
化
―
―「
金
閣
寺
」
に
つ
い
て
」（
新
派

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
一
九
五
七
・
五
）

（
４０
）
河
野
孝
「
神
奈
川
芸
術
劇
場
「
金
閣
寺
」―
―
踊
り
や
音
楽
で
多
層
的

に
描
く
」（「
日
本
経
済
新
聞
」
夕
刊
、
二
〇
一
一
・
二
・
八
）
は
「
金
閣

寺
に
象
徴
さ
れ
る
美
に
対
す
る
愛
憎
、
青
年
修
行
僧
ら
の
心
の
暗
部
を
、

言
葉
だ
け
で
な
く
踊
り
や
音
楽
な
ど
を
使
っ
て
多
層
的
に
描
き
出
し
て
い

る
。」
と
し
、
高
橋
豊
「
金
閣
寺
（
神
奈
川
芸
術
劇
場
ホ
ー
ル
）
―
―
現

代
に
通
じ
る
若
者
の
苦
悩
」（「
毎
日
新
聞
」
夕
刊
、
二
〇
一
一
・
二
・
一

〇
）
も
ま
た
「
原
作
に
忠
実
で
あ
り
な
が
ら
、
言
葉
以
外
の
舞
踏
、
音
楽
、

ボ
イ
ス
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
の
表
現
様
式
を
取
り
入
れ
て
、
多
層
的

で
現
代
に
つ
な
が
る
舞
台
と
な
っ
て
い
る
。」
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。

（
４１
）
こ
の
作
品
の
成
果
に
よ
っ
て
小
野
寺
修
二
は
二
〇
一
〇
年
度
読
売
演
劇

大
賞
最
優
秀
ス
タ
ッ
フ
賞
を
受
賞
す
る
。

（
４２
）
宮
本
亜
門
『
Ｋ
Ａ
Ａ
Ｔ
神
奈
川
芸
術
劇
場
イ
ヤ
ー
ブ
ッ
ク
２
０
１
１
』

（
神
奈
川
芸
術
劇
場
、
二
〇
一
二
・
六
）
の
巻
頭
言
に
「
我
々
は
な
ぜ
生

き
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
し
て
生
き
る
の
か
。」
と
記
し
て
い
る
。

（
４３
）
上
演
デ
ー
タ
は
（
１９
）
を
参
照
。

附
記

本
論
は
第
二
回
三
島
由
紀
夫
と
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
（
日
本
大

学
文
理
学
部
、
二
〇
一
八
・
九
・
八
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
い
て

い
ま
す
。
会
場
内
外
で
の
お
言
葉
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
三
島
由

紀
夫
作
品
の
引
用
は
『
決
定
版
三
島
由
紀
夫
全
集
』（
新
潮
社
、
二
〇
〇

〇
・
一
一
〜
二
〇
〇
六
・
四
）
に
拠
っ
た
。
な
お
宮
本
亜
門
は
二
〇
一
九

年
九
月
八
日
以
降
「
宮
本
亞
門
」
と
改
名
し
て
い
る
が
、
本
論
で
は
『
金

閣
寺
』
初
演
当
時
の
表
記
に
倣
い
「
宮
本
亜
門
」
で
統
一
し
た
。

（
し
ま
だ

な
お
や

明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
准
教
授
）
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